
第３編  業務処理区分コードおよび業務コード
（業務処理区分コード）

	業  務  処  理  区  分
	コード

	大区分
	中  区  分
	小  区  分
	

	担保受払等
	担保振替社債等・振替処理結果
	担保受入（振替社債等）完了
	５４２１０１

	
	
	担保受入（振替社債等）取消
	５４２１０２

	
	
	担保返戻（振替社債等）結果
	５４２１０３


（業務コードの概要）

○　エラー理由コード

───  振替社債等の担保関係事務における機構のエラー理由を示します。

○　機構加入者コード

───  振替社債等の機構加入者の口座を区分します。
○　処理内容コード

───  振替社債等の担保関係事務における機構との処理内容の区分を示します。
○　担保管理店コード

───  金融機関等からの届出内容に基づき、日本銀行の本支店を示します。
○　担保差入先コード

───  担保差入先の属する金融機関等を示します。金融機関等コードで代用します。
○　担保目的物区分コード

───　担保目的物の種類を区分します。

○　返戻依頼人コード

───  担保返戻を依頼する金融機関等を示します。金融機関等コードで代用します。
○　振替不能事由コード

───  振替社債等の担保関係事務における機構の振替不能事由を示します。エラー理由コードを代用します。
○　銘柄コード

───　振替社債等の銘柄を示します。

○　メッセージ種別コード
───  担保関係事務において、機構からのメッセージの種別を示します。
（個別業務コード）
○　エラー理由コード

	区      分
	コード

	渡方機構加入者コード該当なし
	６００９

	受方機構加入者コード該当なし
	６０２５

	課税分への振替不可
	６０５４


○　機構加入者コード

機構が定める「機構加入者コード」（「金融・証券区分コード（１）＋固有名コード（４）＋口座区分（振替社債等）（２）」）とする。

　＜コード構成＞
７桁
× ×××× ××
金融・証券区分コード：固有名の使用コードの区分を示す１桁の数字
固有名コード：金融機関等を示す４桁の数字（金融商品取引業者については証券会社等標準コード（証券コード協議会が制定するコード）、銀行またはその他金融機関（証券金融会社、短資会社、保険会社等）については統一金融機関コードとする（証券会社等標準コードまたは統一金融機関コードが付されていない機構加入者については、機構独自のコードを付番する））。
口座区分コード：機構加入者が使用する口座の区分を示す２桁の数字。
（金融・証券区分コード）

	区      分
	コード

	固有名コードに統一金融機関コードを使用
	０

	固有名コードに証券会社等標準コードを使用
	１

	固有名コードに機構独自のコードを使用
	９


○　処理内容コード

	区      分
	コード

	担保差入にかかる振替申請
	６２３１

	担保返戻にかかる振替申請
	６２３２

	加入者別担保受入
	６３６▲（注）


（注）▲は半角スペース。
○　担保管理店コード

店舗コードで代用します。
○　担保差入先コード

金融機関等コードで代用します。

○　担保目的物区分コード
	区      分
	コード

	振替社債等
	２２


○　返戻依頼人コード

金融機関等コードで代用します。
○　振替不能事由コード

エラー理由コードで代用します。

○　銘柄コード
　　
原則として、証券コード協議会または財団法人地方債協会が定める「新証券コード」を使用します。また、複数の振替債に移行した既発行の非公募地方債については、機構が定める銘柄コードを使用します。具体的なコードについては、証券コード協議会発行のコードブック等を参照してください。

なお、証券コード協議会における定めがない等の理由から、「新証券コード」が分らない場合には、日本銀行に照会してください。
○　メッセージ種別コード

	区      分
	コード

	振替未了通知
	ＢＤＢＤ

	振替済通知
	ＢＤＢＧ

	振替不能通知
	ＢＤＢＨ

	エラー通知
	ＥＭＳＧ


PAGE  

